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【テーマの設定理由】
ここ数年、子どもたちはレンガ積み木を使って積み木遊びを深めてき
た。建物や街、駅、タワーなど、自分の中にあるイメージを友だちと
共有しながら形にしていく姿が見られるようになっている。こうした
積み木遊びを通して育まれてきた想像力や創造力を、さらに広げてい
きたいと考え、今回はネフ社の積み木にも触れられる機会を設けた。

【活動のために準備した素材や道具、環境の設定】
ネフ社の積み木デザイナーである相沢康夫さんを招き、子どもたちに積み木ショーを見せてもらった。また、職員向
けの研修では、ネフ社の積み木の特徴や遊びの広がりについても話をしていただいた。積み木ショーの後、子ども
たちが実際に見た表現を再現したり、自分なりに発展させたりできるよう、アングーラー、セラ、キュービックス、
コルス、ダイヤモンドなどの積み木を用意して環境を整えた。

【探究活動の実践】
クラス内には、子どもたちがいつでも自由に遊べるようネフ社の積み木を配置した。積み木ショーを見た後には、
子どもたちがその場面を思い出しながら再現しようとする姿が見られた。相沢さんが披露してくれた「ワニ！」「あ
かちゃん、おふろにはいったよ！」「お花！」といった表現をまねて、積み方を探求していった。クラスでも自然と
積み木ショーが始まり、友だち同士で見せ合ったり、さらに自分なりの形へ発展させたりする姿が広がっていった。

【活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり】

【振り返りによって得た先生の気づき】
レンガ積み木では、子どもたちが自分の思い描いたものを形にし、その過程で友だちとことばを交わしながら作る楽
しさが育まれてきた。一方で、ネフ社の積み木に触れる中では、色や形そのものが子どもの想像を引き出し、積む・
並べるといったシンプルな動きだけでも美しさを感じられることに気づいた。これまでとは異なる視点で積み木に向
かう姿が見られ、子どもたちの中で積み木の世界がさらに広がったように感じている。

【活動スケジュール】
１１月に相沢さんが職員向け研修と子どもたちに向け積み木ショーを見せてくれた。
そのショーがきっかけとなり、ネフの積み木を使った遊びが継続されている。

「お花出来るかな？」
「黄色の積み木を乗せるときのバランスが 難しいんだよな～」
指先でバランスを取りながら…積み重ねていきます。

相沢さんの積み木ショー！
作品が出来るたびに拍手喝采！

お誕生会でお花を作ってお祝いしました。
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